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１ 目的

本業務は、入院患者に対する治療行為の一環であることを認識の上、その疾病治療あるい

は療養上の医療効果を高めるために必要な栄養源の補給を行うことを目的とし、総合的な見

地から判断して最適な事業者を選定するために、公募型プロポーザル（以下「プロポーザル」と

いう。）方式によって受託候補者の選定を行うものである。

２ 業務概要

（１）業務名

男鹿みなと市民病院給食業務

（２）業務内容

男鹿みなと市民病院給食業務委託仕様書のとおり

※仕様書はプロポーザル公募時点での発注者側から示す最低限の要件を記載した簡

易なものとなっているため、受託候補者選定後、提案を基に協議の上決定する。

（３）委託業務期間

令和９年４月１日から令和１２年３月３１日まで

ただし、契約締結日から令和９年３月３１日までの期間を本業務稼働に向けた準備期

間とし、準備期間に要する費用は受託者負担とする。

（４）履行場所

秋田県男鹿市船川港船川字海岸通り一号８番地６ 男鹿みなと市民病院

（５）業務の所管課

〒０１０－０５１１ 秋田県男鹿市船川港船川字海岸通り一号８番地６

男鹿みなと市民病院事務局

電話：０１８５－２３－２２２１ ＦＡＸ：０１８５－２３－２０３３

メールアドレス：hospital@city.oga.akita.jp

３ 提案上限額

月額５，３３７千円（消費税及び地方消費税を含む。）

※提案内容に関わらず、この上限額を超える提案は無効とする。

※提案時の設定食数は、１回当たり６５食（検食分含む）、経管食は月当たり２００食と

するが、治療食があることも勘案した提案額とすること。なお、治療食の割合等につい

ては、別添資料「院内治療約束食事箋」「食種別食数表」を参照すること。

４ 参加資格

企画提案書類を提出できる者は、次に掲げる要件の全てを満たす者とする。

① 令和３年４月１日以降、概ね１００床以上の病院（医療法（昭和２３年法律第２０５

号）第１条の５に規定する病院をいう。）において、病院給食業務（当該委託契約と類

似案件を含む。）を継続して１年以上の期間にわたり元請として履行した実績を１件以

上有する者であること。

② 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当する者で

ないこと。
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③ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）の規定による更生手続開始の申立てがさ

れていない者であること、又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）の規定によ

る再生手続開始の申立てが行われていないこと。

④ 破産法（平成１６年法律第７５号）に基づく、破産手続開始の申立てをしている者

でないこと。

⑤ 代表者及び役員等が、男鹿市暴力団排除条例（平成２３年男鹿市条例第２０号）第

２条第１号に規定する暴力団又はその構成員の統治のもとにある者ではないこと。

⑥ 国税及び地方税を滞納していないこと。

⑦ 本市、国及び他の地方自治体から指名停止措置を受けていないこと。

⑧ 本プロポーザルにおいて、他の参加表明者の構成員となっていないこと。

５ 実施形式

プロポーザル方式により選考を行う。参加者資格要件を満たす申請者より提出された企画

提案書により、書類審査にて３社程度を第一次選考する。その後第一次選考通過者において

プレゼンテーション及び試食会を実施し、「男鹿みなと市民病院給食業務委託プロポーザル

評価基準」（以下「評価基準」という。）に基づき審査した上で、最も優れた事業者を受託候

補者と選定し、契約の相手方となる優先交渉権者とする。

６ 実施日程

プロポーザルによる受託候補者の選定は、次の通り実施する。

項目 期間

公告及び実施要領等交付開始 令和８年１０月１日（木）

質問書の提出期限 令和８年１０月８日（木）まで

質問書への回答 令和８年１０月９日（金）まで ※受付後随時回答

参加表明書類の提出期限 令和８年１０月１５日（木）まで

参加資格審査結果通知 令和８年１０月１９日（月）まで

企画提案書提出期間 参加資格決定通知のあった日から令和８年１０月２９日（木）まで

第一次選考結果の通知 令和８年１１月９日（月）まで

プレゼンテーション及び試食会

プロポーザル評価会議
令和８年１１月１６日（月）※予定

選定結果の通知 令和８年１１月２0 日（金）まで ※予定

業務委託契約締結 令和９年２月初旬 ※予定

業務委託準備・引継期間 契約締結日から令和９年３月３１まで
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７ 資料等の配布について

本プロポーザルに係る書類は、次のとおりとし、書類の取得については、男鹿みなと市民

病院ホームページから各自ダウンロードすること。

（１）男鹿みなと市民病院給食業務委託プロポーザル実施要領

（２）男鹿みなと市民病院給食業務委託仕様書

（３）男鹿みなと市民病院給食業務委託プロポーザル評価基準

（４）男鹿みなと市民病院給食業務委託プロポーザル様式集

（５）院内治療約束食事箋

（６）食種別食数表（令和７年９月～令和８年８月）

（７）厨房平面図（現在改修工事中につき完成予定図）

（８）器具表

８ 質疑応答

質問は、質問書（様式第１号）の提出により行うものとし、口頭での質問には応じない。

（１）質問書の提出期限

令和８年１０月８日（木）まで（必着）

（２）質問書の提出方法

２（５）のメールアドレスに電子メールにて提出すること。

（３）回答方法

令和８年１０月９日(金)までに、男鹿みなと市民病院公式ホームページ

（https://www.ogaminato.jp/）に随時掲載する。

９ 参加表明書類の提出について

（１）提出期限：令和８年１０月１５日（木）まで（必着）

（２）提出場所：２（５）に同じ

（３）提出方法：持参又は郵送（郵送の場合は提出期限必着を条件とする。）

（４）提出書類：次に掲げる書類を提出してください。

①参加表明書（様式第２号）

②会社概要（様式第３号）及び会社パンフレット

③類似業務の実施実績（様式第４号）

１０ 参加表明に当たっての留意事項

（１）実施要領の承諾

参加表明書類の提出をもって、本要領の記載内容を承諾したものとする。

（２）費用の負担

参加表明書類の提出に関する費用は、参加表明者の負担とする。

（３）使用言語

提案に関して使用する言語は日本語とする。

（４）提出書類の取扱い

提出された書類については変更できないものとし、参加資格審査結果通知書の内容
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にかかわらず返却しない。

（５）提供資料の取扱い

市から得た資料・情報等は取扱いに注意するとともに、無断で提案に係る検討以外

の目的で使用することを禁止する。

（６）情報公開

提出された書類は、男鹿市情報公開条例（平成１７年男鹿市条例第９号）に基づき、

情報公開の対象となる。

（７）提出後の追加及び変更

提出書類について、提出後の追加及び変更は認めない。ただし、市が参加資格の審

査に必要と判断した場合は、追加の書類の提出を求める場合がある。

１１ 参加資格審査結果通知書

（１）市は、参加表明書類を提出した者に対し、その内容を審査し、令和８年１０月１９

日（月）までに参加資格審査結果通知書（様式第５号）を電子メールにより通知する。

（２）参加資格が無いと認められた者は、その理由について、通知を受けた日の翌日から

起算して５日以内（祝日等を除く。）に、書面により説明を求めることがでる。男鹿

市は、説明を求めることができる最終日の翌日から起算して１０日以内に書面によ

り回答する。なお、期限後の質問は受け付けない。

（３）提出書類に不備等があった場合には失格とする。

１２ 参加表明後の辞退

参加表明書類提出後に参加を辞退する場合は、男鹿みなと市民病院給食業務委託プロポ

ーザル参加辞退届（様式第８号）を速やかに提出すること。

参加辞退は自由であり、辞退しても以後における不利益な扱いはない。

１３ 企画提案書類の提出について

（１）提出期限：令和８年１０月２９日（木）１７時（必着）

（２）提出場所：２（５）に同じ

（３）提出方法：持参又は郵送（郵送の場合は提出期限必着を条件とする。）

（４）提出書類：次に掲げる書類を提出すること。

なお、代表者印を押印した正本を１部、正本を複写した副本を８部提出す

ること。副本はフラットファイルにとじて提出すること。

提出書類 説明

① 企画提案書

様式第６号

事業者名の記載は、企画提案書（様式第６号）のみ

とし、他のページには、事業者や事業者名を特定す

ることができる記号等の記述を行わないこと。

②
企画・提案の内容

（任意様式）

企画・提案の内容は、別紙「男鹿みなと市民病院給食

業務委託プロポーザル評価基準」に沿ったものとする
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１４ 企画提案に当たっての留意事項

（１）提案費用の負担

提案に関する費用は、提案者の負担とする。

（２）使用言語及び単位

提案に関して使用する言語は日本語とし、通貨単位は円とする。

（３）提出書類の取扱い

①提出された書類については変更できないものとし、採用、不採用にかかわらず返

却しない。

②提出された書類については、プロポーザルに係る審査に使用する場合を除き、プ

ロポーザルに参加した者に無断で使用しない。ただし、審査に必要な範囲におい

てプロポーザルに参加した者に通知することなく複製を作成することがある。

③提出された企画提案書等の著作権は、提案者に帰属する。ただし、委託先に選定

された提案者の企画提案書等については、市が必要と認める場合には、その一部又

は全部を無償で使用できることとする。

（４）提供資料の取扱い

市から得た資料・情報等は取扱いに注意するとともに、無断で提案に係る検討以外

の目的で使用することを禁止する。

（５）情報公開

提出された書類は、男鹿市情報公開条例に基づき、情報公開の対象となる。

（６）提出後の追加及び変更

提出書類について、提出後の追加及び変更は認めない。ただし、市が審査に必要

と判断した場合は、追加の書類の提出を求める場合がある。

（７）その他

本要領に定めるもののほか、提案に当たって必要な事項が生じた場合には、提案者

に通知する。

企画提案書類に記載された内容は、特に明記が無い場合は、受注後に追加費用を伴

わず実施する意向があるものとする。

１５ 受託候補者の選定

本業務の受注者選考に当たっては、第一次選考として、提出された書類を基に審査を行い、

結果を令和８年１１月９日（月）までに企画提案者全員に電子メールにより通知する。その

後第一次選考通過者を対象に、企画・提案等を基にしたプレゼンテーション及び試食会を実

こと。

③ 提案見積内訳書

様式第７号

月額の見積りとすること。様式の中に該当する項目

がない場合、様式自体の修正は行わずに、「その他」

の項目に振り分けること。

その際任意様式を添付し補足資料とすることは可と

する。
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施する。審査については、いずれも外部委員等で組織する選定委員会行う。評価基準に基づ

き、公平かつ客観的に評価し、提案価格と併せ、最も優れた事業者を受託候補者として選定

する。

（１）プレゼンテーション

①開催日時：令和８年１１月１６日（月）（予定）

※開催日時等の詳細事項は、第一次選考の結果とともに電子メールにより通知する。

②開催場所：男鹿みなと市民病院

※詳細事項は①と同様電子メールにより通知する。

③所要時間

・プレゼンテーション １５分

※プロジェクター等の使用はできない。事前提出した「企画提案書」及び「提

案見積内訳書」に沿って説明すること。

・質疑応答 １０分

④注意事項

・追加の資料の提出、使用は認めない。

・各提案者は、他の提案者のプロポーザル提案を傍聴することはできない。

・指定の時間に遅れた場合には、評価対象としない。

・審査会場への立ち入りは３名までとする。ただし、プレゼンテーション及び

試食会の準備のために、院内や控室へ３名を超える人員で立ち入ることは許可

する。

⑤評価項目及び審査基準

別紙「男鹿みなと市民病院給食業務委託プロポーザル評価基準」のとおり

（２）試食会

①開催日時：令和８年１１月１６日（月）（予定）

※開催日時等の詳細事項は、第一次選考の結果とともに電子メールにより通知する。

②開催場所：男鹿みなと市民病院

※詳細事項は①と同様電子メールにより通知する。

③所要時間

※詳細事項は①と同様電子メールにより通知する。

④実施内容・提供方法

・献立は、主菜をサバの味噌煮、副菜は自由とする。

・試食は各提案者のテーブルを選定委員が回り試食、質疑を行う立食形式で行う。

１食分を提供する食器を使用した上で展示用とするとともに、それとは別に９名

が、主菜、副菜それぞれの料理を少量ずつ（２、３口程度）試食できるような分

量で用意すること。また、各々が小容量容器を手に取り試食可能な形とすること。

・提案者独自の料理等、差別化を図れると考える試食があれば、指定する献立を

使用した１食の他に、追加で提供することができることとする。

・当日準備を行う部屋は別途提供するが、調理設備はなく調理することはできな

いため、料理はあらかじめ用意すること。ただし、湯せん等をするために簡易な

電気器具（IHコンロ等）を持ち込み準備することはできることとする。また、
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その際の電気使用も認める。

・試食として提供する料理はすべて、提案内容に沿った受託運営後において継続

的に提供するものと同一のものとすること。

⑤注意事項

・試食会は、全提案者同時に行う。

・指定の時間に試食品の提供が間に合わない場合は、評価対象としない。

・審査開始後、会場に残り質疑応答に対応できるのは２名までとする。ただ

し、開始前に準備のために会場へ立ち入ることは可能とする。

⑥評価項目及び審査基準

別紙「男鹿みなと市民病院給食業務委託プロポーザル評価基準」のとおり

（３）選定結果について

選定結果については、令和８年１１月２０日（金）（予定）までに、以下の通り通知

する。

①選定された受託候補者には、優先交渉権者に決定した旨の通知書を送付する。

②それ以外の者には、不採用の通知を送付する。

１６ プロポーザル参加に際しての注意事項

（１）失格又は無効

以下のいずれかの事項に該当する場合は、失格又は無効となることがある。

①本要領に定める手続以外の手法により、関係者に対して、直接、間接を問わず故

意に接触を求めること。

②他の提案者と応募提案の内容又はその意思について相談を行うこと。

③選定終了までの間に、他の提案者に対して応募提案の内容を意図的に開示すること。

④企画提案書類に虚偽の記載を行うこと。

⑤参加資格を満たしていない事実が発覚した場合。

⑥プレゼンテーション時に担当者が欠席した場合。

⑦評価結果に影響を及ぼすおそれのある不正行為を行うこと。

（２）複数提案の禁止

提案者は、複数の企画提案書類の提出はできない。

１７ 契約に関する条件

（１）契約の交渉と契約の締結

優先交渉権者と提案内容を基に契約交渉を行った上で、合意が得られた時点で随意契

約による契約を行う。ただし、提案内容がそのまま業務委託仕様及び契約金額となると

は限らない。この交渉が不調に終わった時は、次の順位の提案者と同様の交渉を行うこ

ととし、以下同様とする。

（２）費用の支払い

委託料の支払いは月払いとし、月毎に仕様書に記載のすべての業務が完了したことを

確認の上、支払い事務を行う。



- 8 -

１８ その他

（１）個人情報の保護

本事業の受託者は、事業の実施に際し、個人情報の処理等を行う場合には、個人情報

の保護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号）に基づき、個人情報の漏えい、滅失及び

き損に対する防止措置を行うこと。

（２）秘密保持

本事業の受託者は、本事業において知り得た情報（周知の情報を除く。）を本事業の

目的以外に使用し、又は第三者に開示若しくは漏えいすることがあってはならない。

（３）再委託の禁止

①本業務の受託者は、本業務の全部又は主要部分を第三者に委託することはできない。

②本業務の一部を委託しようとする場合は、委託する業務、業務先等を記載した書

類を本市に提出し、本市の承認を得なければならない。


